
第192号 毎月発行

平成29（2017）年

5 1 ２面…困難を生きる力に変えるヒント（女
　　　性編）、映像から「今」を考える、
　　　地域を知る講座、ロビーミニ講習会、
　　　世界のレシピ
３面…田無公民館まつり

　
ど
ん
な
公
民
館
を
実
現
す
る
か
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必

要
か
を
議
論
し
、
共
有
し
、
公
民
館

職
員
案
と
の
折
衷
案
と
し
て
、
基
本

設
計
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
駅
前
と

い
う
利
便
性
を
考
え
、
交
流
の
場
、

文
化
創
造
の
広
場
に
す
る
こ
と
、
既

存
の
施
設
に
な
い
機
能
を
も
た
せ
る

こ
と
を
基
本
原
則
に
し
ま
し
た
。

　
必
要
な
部
屋
が
決
定
し
た
後
は
、

部
屋
ご
と
に
担
当
を
決
め
て
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
利
用
サ
ー
ク
ル

か
ら
当
時
の
問
題
点
や
要
望
な
ど
を

聞
き
、
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
各
担
当

の
案
を
全
体
会
議
で
検
討
し
、
問
題

が
あ
れ
ば
各
担
当
で
再
検
討
し
、
ま

た
全
体
会
議
で
練
り
上
げ
る
と
い
う

方
法
で
ね
ば
り
強
く
進
め
、
実
施
設

計
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
多
数
決
方
式
を
と
ら
ず
、

み
ん
な
が
納
得
す
る
ま
で
、
時
間
を

か
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
朝
か
ら

晩
ま
で
１
日
か
け
て
話
し
合
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
視
聴
覚
室
は
、
社
交
ダ

ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
か
ら
ダ
ン
ス
が
で

き
る
床
に
し
て
ほ
し
い
と
、
床
材
も

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
音
響

と
防
音
に
配
慮
し
た
部
屋
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
時
間
を
か
け
て

話
し
合
い
、
社
交
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク

ル
の
合
意
も
得
て
、
音
を
吸
収
す
る

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
床
に
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
学
級
で
あ
る「
く
る
み

学
級
」は
、
柳
沢
公
民
館
開
館
前
は

東
伏
見
公
民
館
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷

い
た
専
用
の
部
屋
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
柳
沢
公
民
館
に
専
用
の
部
屋

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

学
級
の
活
動
に
十
分
な
広
さ
の
第
一

会
議
室
を
活
動
場
所
と
し
て
位
置
づ

け
、
学
級
生
が
自
分
た
ち
の
居
場
所

と
し
て
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
学
級
の
活
動
に
必
要
な
も
の
を

し
ま
っ
た
り
、
作
品
を
展
示
し
た
り

で
き
る
戸
棚
を
設
け
ま
し
た
。

　
実
施
設
計
を
終
え
て
、
建
設
検
討

委
員
会
を
解
散
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
参
加
の
意
義
と
成
果
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
事
項

や
考
え
方
、
ど
の
よ
う
な
願
い
を
こ

め
た
か
な
ど
を
ま
と
め
て
残
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
59
年

５
月
に『「
柳
沢
駅
南
口
公
民
館
・
図

書
館
」建
設
に
関
す
る
覚
え
書
き
』と

し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
要
望
が
実
現
さ
れ
て
い
る

か
見
届
け
た
い
と
、
工
事
現
場
の
見

学
と
説
明
を
求
め
る
と
、
社
会
教
育

課
は
誠
実
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
や
サ
ー
ク

ル
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
っ
て
、
建
設
中
の
施
設
の
視

察
を
数
回
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
昭

和
61
年
８
月
で
、
覚
え
書
き
に
基
づ

い
て
点
検
を
行
い
、『
覚
え
書
き
・
そ

の
後
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
約
30
年
。
委
員
長
と
し

て
建
設
検
討
委
員
会
を
ま
と
め
た
奥

津
さ
ん
は
、
今
、
こ
う
言
い
ま
す
。

　「
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
い

る
時
に
働
く
人
の
元
気
な
声
を
耳
に

し
た
り
、
印
刷
を
し
て
い
る
時
に
部

屋
か
ら
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
合
唱
や
演

奏
が
聞
こ
え
て
き
た
り
す
る
と
、
と

て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
市
民
が
参

加
し
て
つ
く
っ
た
公
民
館
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
の
活
動
の
場
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
柳
沢
公
民
館
は
、
昭
和
62（
１
９

８
７
）年
４
月
１
日
に
開
館
し
ま
し

た
。
建
設
が
決
ま
っ
た
昭
和
58
年
当

時
、
旧
保
谷
市
で
は
、
市
内
４
駅
近

く
に
公
民
館
を
設
置
す
る
４
館
構
想

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
柳
沢
公

民
館
は
、
そ
の
構
想
を
現
実
の
も
の

と
す
る
初
め
て
の
公
民
館
と
し
て
、大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
自
由
に
立
ち
寄
る
こ
と
が

で
き
、展
示
も
で
き
る
広
い
ロ
ビ
ー
、

障
が
い
が
あ
る
人
が
市
民
と
交
流
し

な
が
ら
働
く
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
100
人

規
模
の
音
楽
会
や
映
画
会
も
可
能
な

視
聴
覚
室
、
庭
の
あ
る
保
育
室
、
木

工
や
陶
芸
な
ど
に
適
し
た
工
作
室
と

い
っ
た
特
色
あ
る
施
設
は
、
市
民
主

体
の
建
設
検
討
委
員
会
で
の
議
論
の

結
果
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

建
設
検
討
委
員
会
は
、
昭
和
58
年

３
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
間
に
、

15 
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
活
動
に
つ
い
て
、
奥
津
と

し
子
さ
ん
と
伊
藤
幸
子
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
公
民
館
の

建
設
に
市
民
と
し
て
設
計
段
階
か
ら

参
加
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
単
に
意

見
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
が

主
体
的
に
、
自
由
に
学
習
で
き
る
公

民
館
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
建
設
検
討
委
員

会
の
柱
と
し
て
大
切
に
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
使
う
公
民
館
を
私
た

ち
で
つ
く
ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
で
、

み
ん
な
で
望
ま
し
い
公
民
館
像
を
学

び
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
夢
を
語
り

合
い
な
が
ら
、
基
本
設
計
か
ら
実
施

設
計
ま
で
行
い
ま
し
た
。

〜
市
民
が
設
計
し
た
公
民
館
〜

柳
沢
公
民
館
開
館
30
周
年

　
今
年
4
月
で
開
館
30
周
年
を
迎
え
た
柳
沢
公
民
館
は
、
市
民
参
加
で
設
計
さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
編
集
室
で
は
、
柳
沢
駅
南
口
公
民
館
・
図
書
館
建
設
検
討
委
員
会（
以
下「
建
設
検
討
委
員
会
」）委
員
と

し
て
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計
に
携
わ
っ
た
奥
津
と
し
子
さ
ん
と
伊
藤
幸
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

写真で見る　いまむかし　旧保谷市の公民館は、昭和 22（1947）年10月に、現在の保谷小学校と同じ場所にあった保谷中学校内
に設置されたことに始まります。東京都で4番目に設立された公民館でした。昭和36年には、東伏見小
学校敷地内に独立した建物ができて移転。昭和46年に住吉町に本館が開館すると（旧住吉公民館）、東伏
見小学校内の公民館は分館となりました。
　昭和51年には公民館に専任の館長が配置され、昭和52年に職員体制が館長以下３人から５人に増え、
公民館活動はますます活発になりました。例えば、手書き謄写印刷の公民館だよりが復刊し、専用の保育
室がない中、和室を利用した女性対象の託児付き事業が始まりました。利用者懇談会や講座準備会の開催
など、公民館運営や公民館事業に市民が参加できるしくみもつくられました。公民館だよりは編集会議が
公開され、市民が企画から取材、原稿作成、レイアウト等に加わるようになり、講座は市民の意見や要望を
とりいれて企画されるようになりました。
　昭和57年４月には、東伏見分館が独立して館長と職員が配置され、住吉公民館と東伏見公民館の2館
体制となりました。東伏見公民館は、柳沢公民館開館の前日、昭和62年３月31日に閉館しました。

　西武柳沢駅南口に建設される都営住宅に、公民館・図書館が併設されることが決まったのは、２館体制
になってから1年も経過しない、昭和58年２月のことでした。同月、住吉公民館の託児付きの女性問題講
座から生まれた自主サークルのメンバーは、建設予定の公民館に専用の保育室の設置を求める要望書を提
出しています。
　３月14日、教育委員会は、教育委員、社会教育委員、住吉・東伏見公民館運営審議会委員の合同懇談
会を開催。次いで、同月19日に、東伏見小学校で「市民の意見を聞く会」を開きました（約90人の市民が
参加）。この場で、参加者から市民参加の建設検討委員会の設置が提案されると、「柳沢駅南口公民館・図
書館建設検討委員会設置要綱」を制定し、市民の代表17人と教育長ら事務局６人から構成される建設検
討委員会を発足させました。市民代表は教育委員１人、社会教育委員２人、住吉・東伏見公民館運営審議
会委員各２人、公民館利用者代表５人、図書館利用者代表５人から構成されました。その後、保谷市図書
館協議会が設置されると図書館協議会委員２人が加わりました。

市
民
が
主
体
的
に

み
ん
な
が
納
得
す
る
ま
で

開
館
ま
で
見
守
る
た
め
に

柳
沢
公
民
館
開
館
30
周
年

旧保谷市の公民館

柳沢駅南口公民館・図書館建設検討委員会の発足

左：奥津とし子さん
　　（90歳）
右：伊藤幸子さん
　　（81歳）

ヘルメットをかぶって建設中の施設を視察

東鳩製菓保谷工場

東鳩製菓保谷工場（撮影年不詳）
西東京市中央図書館地域・行政
資料室所蔵

現在の東伏見三丁目
撮影：牟田信幸（栄町在住）

お
く
つ

い
と
う　

さ
ち
こ

　東鳩東京製菓株式会社（現在は「株式会社東ハト」）の保
谷工場は、昭和31（1956）年に完成し、平成６（1994）年
に関東工場と統合するまで、菓子製造を中心に操業してい
ました。その跡地では、平成８～９年に下野谷遺跡の発掘
調査（第７次）が行われました。



時 ５月10日（水）～ 30日（火）

【まちがいさがしの答え】
①女の子の左目　②スプーンがフォークに　③コーンアイスの種類　④棒アイスのチョコの模様　⑤器のアイスの食べたあと

　女性の働きづらさについて語りあい「私の人生
の主人公は私自身」という自尊感情の回復につな
がるピアサポートを体験します。
時 水曜日14時～16時
　 ※①のみ日曜日14時～16時半
場 保谷駅前公民館
対 女性（性自認が女性の方含む、市内在住・在勤・ 
    在学者優先）
定 15人（申込順）
    ※１回だけの参加も可
￥ ⑤⑧⑨⑩は各回200円（材料費）
申 5月8日（月）10時から電話かメールで保谷駅前
　 公民館へ

時 6月２日（金）～7月２日（日）
場 保谷駅前公民館
作画 ナガノハル（働く女性の
　　 全国センター）、もりちか 
       こ（認定ＮＰＯ法人ウィメ
       ンズアクションネットワー  
       ク〈WAN〉）

　身近なところに想像以上のおもしろさ！雑木林
再生やゴミの問題など環境活動の事例に学び、地
域で新たに何かを始めませんか？
場 ①②芝久保公民館
    ③④西原自然公園
対 市内在住・在勤・在学者
定 20人（申込多数の場合は抽選）
講 池田干城（西原自然公園を育成する会・東京都
　 ２級緑ボランティア指導者）
申 5月9日（火）17時までに電話かメールで芝久    
    保公民館へ

　チョークに似た画材を削って指で描くアート
作品です。

 　単身女性の3人に1人が貧困状況にあるといわ
れています。若年男性やシングルマザーに比べ可視
化されることが少ない若年シングル女性の生きづら
さ、働きづらさについて考えます。
時 6月4日（日）14時～16時半
場 保谷駅前公民館
対 市内在住・在勤・在学者優先
定 35人（申込順）
講 早川千絵（映画監督）、飯島裕子（ノンフィクション
　 ライター・著書『ルポ　貧困女子』〈岩波書店刊〉ほか）
申 5月8日（月）10時から電話かメールで保谷駅前
　 公民館へ
 【作品紹介】
　バイトをかけ持ちしながら定時制高校に通う１７歳
のメイと珠希は、終電を逃したときは公園のトイレに
泊まるなど、厳しい現実を淡 と々生きている。しかし、
居酒屋で未成年が働いていることを問題にする人権
団体の人は逆に彼女たちを追いつめてしまう…。

　おいしいドリップコーヒーの入れ方とコーヒー
豆について学びます。
時 5月18日（木）10時～12時
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 12人（申込多数の場合は抽選）
講 熊田尚子
￥ 500円（コーヒー・菓子代）
持 お気に入りのコーヒーカップ
申 5月9日（火）17時までに電話かメールで谷戸公民館へ

困難を生きる力に変えるヒント（女性編）

　沼田フォンさんはベト
ナム南部、チャン・ティ・
ホアさんはベトナム北部
の出身で、ともに日本人
男性と結婚して来日しま
した。フォンさんは小学

2017.５.１

「夏目漱石のこころ」
（1955年/日本 /2時間 2分）
5月 10日（水）  14 時～
監督：市川 崑
出演：森 雅之   新珠三千代   三橋達也  ほか
　
「日の名残り」
（1993年/アメリカ/2時間14分）
5月 26日（金）  19 時～
監督：ジェームズ・アイヴォリー 
出演：アンソニー・ホプキンス
　　　エマ・トンプソン　ほか

地域を知る講座

地域活動っておもしろい！

ロビー講習会

ちいさな展示会

8/5（土）
9時半～12時

回 内  容日時

たの

しょう

回　日時　　       内  容　　             講  師

　家で母がよく作ってく
れたので、紹介したいと
思います。
　パリパリ、サクサクの
ライスペーパーの皮、中
は野菜がたっぷり入って
います。ビールにもよく
合います。

6/4（日）

6/7（水）

6/14（水）

6/21（水）

7/5（水）

7/19（水）

7/26（水）

8/2（水）
9/6（水）
10/4（水）

「冬のメイ」上映と
『ルポ　貧困女子』の著者
トーク

早川千絵（映画監督）
飯島裕子（ノンフィク
ションライター）

語りあうと、なぜ心が
軽くなるのか

南部節子（西東京わか
ち合いの会）

対話の土壌をかもす
（ワークショップ）

ナガノハル（働く女性
の全国センター）

ひきこもり女子会＠保谷駅前 林 恭子（一般社団法人
ひきこもりＵＸ会議代表理事）

東海敬子（西東京市
在住）

“ピア”として
仲間を支える生き方

加藤真規子（NPOこ
らーるたいとう代表・
ソーシャルワーカー）

働かされない「働き方」を
探しに

渋谷典子（認定ＮＰＯ法人
ウィメンズアクションネット
ワーク〈WAN〉副理事長）

語りあいと手仕事
（参加者の語りあい）

語りあいと手仕事
～東日本大震災を体験して

東海敬子

※第１回は、「映像から〈今〉を考える」とのコラボ企画です。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨
⑩

場 柳沢公民館
申 当日、上映30分前から受け付けをします。
    直接視聴覚室までお越しください。
    上映時間前の入場にご協力お願いします。
定 5０人（先着順です。定員に達した場合、
    入場をお断りすることがあります。あらか
    じめご了承ください。）      

一言メモ

　揚げ春巻きは、ベトナムの北部と南部で少し違い
ます。北部では「ネムザン」と呼ばれ、ちょっと大き
くて、食べる時にハサミで切り分けます。南部では
「チャーゾ」と呼ばれ、一口サイズの小さいものです。
　今回は、「ネムザン」を紹介します。

お二人が紹介してくれましたお二人が紹介してくれました

生の女の子、ホアさんは幼稚園に通う男の子のお母
さんです。
　お二人は、現在、柳沢公民館の「子育て中の外国人
女性のための日本語講座」で日本語を学んでいます。

お二人が紹介してくれました

豚ひき肉　　　　200ｇ
むきえび　　　　100ｇ
乾燥春雨　　　　30ｇ
きくらげ　　　　10ｇ
干ししいたけ　　20ｇ
にんじん　　　　小１本
玉ねぎ　　　　　1/2 個
もやし　　　　　50ｇ
細ねぎ　　　　　3本　

ベトナム料理の定番「揚げ春巻き」

【揚げ春巻き】

ヌクマム　　大さじ２　　　　　酢　　　　　大さじ１
砂糖　　　　大さじ２　　　　　レモン　　　1/2 個
にんにく　　１片　　　　　　　赤唐辛子　　１本（適量）
お湯　　　　2/3 カップ

ライスペーパー　　10枚
卵　　　　　　　　１個
塩　　　　　　　　少々
こしょう　　　　　少々
揚げ油　　　　　　適量
きゅうり　　　　　１本
レタス　　　　　　適量
しそ　　　　　　　適量
ミント　　　　　　適量
パクチー　　　　　適量

① 乾燥春雨、きくらげ、干ししいたけは水でもどしてから、小さく切る。
② にんじんは細い千切り、玉ねぎは薄切り、細ねぎは小口切りにする。
③ Ａの材料すべてをボウルに入れて混ぜ、卵と塩、こしょうを加える。
④ ③をライスペーパーで包む。
⑤ フライパンに春巻きが半分ほどつかる程度、油を入れる。160℃に
　なったら弱火にして、表面がきつね色になるまで、ゆっくり揚げる。

揚げ春巻きを野菜やハーブで包み、ヌクチャムをつけて、
召し上がれ！

材　料

材　料

作り方

作り方

Ａ

【ヌクチャム（タレ）】

にんにくはみじん切り、赤唐辛子は小さく切り、材料をすべて混ぜる。

たてき

ひとつのきっかけがどんどん広
がる地域活動の魅力

西原自然公園の雑木林更新活動
から学ぶ

西原自然公園で雑木林更新地の
下草刈り体験

西原自然公園で植物観察と講座
のまとめ

①

②

③

④

5/13（土）
14時～16時

6/10（土）
14時～16時

7/1（土）
9時半～12時半

映像から「今」を考える

「冬のメイ」上映と

『ルポ　貧困女子』の著者トーク

「女性の生きづらさ・働きづらさを可視化する」
イラスト展

展 示

パステルアート展
※講座「困難を生きる力に変えるヒント（女性編）」とのコラボ企画です。

講習会

　かんたんに楽しめます。
時 ５月12日（金）10時～12時
対 市内在住・在勤者
定 15人（申込多数の場合は抽選）
講 小沼純子（パステルアート和<NAGOMI>アート
    インストラクター）
￥ 150 円（材料費）
申 5月8日（月）12時までに電話かメールで芝久保
    公民館へ

パステルアート

（監督：早川千絵/2016年/日本/22分）

コーヒーの愉しみ方

フォンさんとホアさん

（
ひ
き
肉
あ
ん
）

付
け
合
わ
せ

フォンさんとホアさん

©もりちかこ



 　
第
１
期
に
事
業
を
実
施
す
る
グ

ル
ー
プ
が
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
講
師

の
選
び
方
、
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
な
ど
を
説

明
し
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合
う
学

習
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

    

５
月
20
日 　
10
時
〜

    

柳
沢
公
民
館

肩
こ
り
、
冷
え
、
耳
鳴
り
、
不
眠
に

よ
い
耳
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
健
康
を
考
え
る
会

　
健
康
維
持
に
役
立
つ
自
分
で
簡
単

に
で
き
る
耳
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

数
分
で
体
が
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
、
そ

の
場
で
効
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

５
月
２
日　

 

／
13
時
〜
15
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
講
師
：
塚
見
史
博

（
鍼
灸
師
）／
資
料
代
500
円

第
27
回
ふ
れ
あ
い
写
真
展

　
　

ふ
れ
あ
い
協
議
会
写
真
ク
ラ
ブ

　
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
ふ
れ
あ
い

写
真
展
も
今
回
で
27
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
の
成
果
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
10
日　

  

〜
14
日　

  

／
10
時

〜
17
時
（
初
日
11
時
か
ら
）
／
保
谷

駅
前
公
民
館

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ

　
　
　
　
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

　
若
葉
薫
る
さ
わ
や
か
な
５
月
、

コ
ー
ル
田
無
に
て
催
し
ま
す
。
お
友

達
を
誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
27
日　

 

／
16
時
開
場
・
16
時

半
開
演
／
コ
ー
ル
田
無
／
180
人（
先

着
順
）

20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
オ
カ
リ
ナ
「
風
の
丘
」

　
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
主
催
の
講
座

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。成
長
の
あ
ゆ
み
を
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

５
月
27
日　  

／
14
時
半
開
場
・
15

時
開
演
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

第
17
回
人
物
写
生
会
絵
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
物
写
生
会

　
当
会
会
員
20
数
名
の
作
品
100
余
点

を
展
示
し
ま
す
。
人
物
画
を
中
心
に

風
景
画
、
静
物
画
な
ど
多
彩
な
作
品

を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

５
月
30
日 　

  

〜
６
月
４
日         

／

10
時
〜
17
時（
初
日
13
時
か
ら
）／

ス
ポ
ー
ツ・文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
き

ら
っ
と
）

お
香
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

﹁
香
席
体
験
会
﹂
の
お
誘
い

　
　
　
　
　
　
　
　

香
を
楽
し
む
会

　
香
り
を
通
じ
て
和
の
文
化
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
は
じ
め
て
で
も
楽

し
め
ま
す
。
椅
子
席
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５
月
31
日　

  

／
10
時
〜
12
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
10
人（
先
着
順
） 

ジ
ョ
ン
・
ラ
タ
ー
「
子
ど
も
た
ち
の

ミ
サ
」
演
奏
会
合
唱
参
加
者
募
集

西
東
京
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
祝
祭
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
演
奏
会
実
行
委
員
会

　
新
進
気
鋭
・
人
気
の
田
中
祐
子
指

揮
の
プ
ロ
の
オ
ケ
で
、
明
る
い
喜
び

の
ミ
サ
曲
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。
大
人

と
子
ど
も
の
合
唱
コ
ラ
ボ
で
す
。

演
奏
会
：
11
月
25
日　　
14
時
開
演
・

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
練
習
：
７

月
〜
11
月
の
水
曜
日
夜
間
20
回
・
保

谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
ほ
か
／
参
加
費

１
万
８
千
円
・
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
代
２

万
〜
２
万
５
千
円

　柳沢公民館は、今年４月で開館３０周年
を迎えました。
　公民館では、記念事業として、イベント
の開催や記念誌の発行を予定しています。

｢

H
o
m
m
a
g
e（
オ
マ
ー
ジ
ュ
）｣

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト･

カ
ル
テ
ッ
ト   

　
　
　
　
　（
生
産
国
：
フ
ラ
ン
ス
）

　
私
は
多
趣
味
で
、
小
学
生
時
代
に

着
手
し
た
切
手
収
集
か
ら
、
日
本
で

は
や
れ
な
い
ラ
イ
フ
ル
射
撃
と
か
、

熟
年
に
な
っ
て
始
め
た
古
文
書
解
読

や
ピ
ア
ノ
演
奏
に
至
る
ま
で
、
各
種

の
趣
味
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
メ
イ
ン
は
美
術
と
音
楽

で
、音
楽
と
い
え
ば
、聴
く（
観
る
？
）

の
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
、
や
る

（
演
奏
す
る
）の
は
男
声
合
唱
。
現
在

も
五
つ
の
男
声
合
唱
団
で
月
間
15
回

以
上
の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
合
唱
人
間
が
推
薦
す
る

１
枚(

実
際
に
は
２
枚
組
で
す)

は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト･

カ
ル
テ
ッ
ト

（
略
称「
Ｇ
Ｇ
Ｑ
」）の「
Ho
m
m
a
g
e
」

で
す
。

　
Ｇ
Ｇ
Ｑ
は
１
９
３
４
年
に
米
国
の

４
人
の
男
子
高
校
生
が
始
め
た
世
界

的
男
声
カ
ル
テ
ッ
ト
で
す
。
長
年
に

わ
た
り
世
界
中
で
男
声
合
唱
定
番
の

黒
人
霊
歌
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
至
る
ま
で

何
で
も
こ
な
し
ま
し
た
。

　
私
は
パ
リ
駐
在
中
の
１
９
８
０
年

代
に
Ｇ
Ｇ
Ｑ
の
生
演
奏
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
涯
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
で
す
。

倉島 彰
（富士町在住）

あきら

第
１
期
実
施
分
企
画
懇
談
会

柳沢公民館30周年記念事業

※当日、直接会場にお越しください。

 イベント期間  12月５日（火）～12月10日（日）
 参加形態  発表、作品展示、活動紹介、ワーク 
              ショップなど
 申込  平日9時～17時に直接または電話で
        柳沢公民館へ
 締切 5月31日（水）17時

　記念誌に掲載する写真を探しています。
当時の貴重な写真がアルバムに眠っていま
したら、お貸しくださいませんか。
　柳沢公民館へご連絡ください。

時 6 月18日（日）10時～12時
場 柳沢公民館
対 公民館利用者、利用サークル、関心の 
    ある方どなたでも

30年前の柳沢公民館開館当時の写真を
探しています

実行委員会

記念イベント参加団体を募集しています

（火）

（土）

（土）

（土）（火）

（日）

（水）

（水）

（日）

（土）

2017.５.１

①リボンストラップ作り １３日・１４日 ≪きらっと≫
<定員 > 各日先着順 13：00の回…１０人、14：00の回…１０人
※当日 12：50～整理券配布
<材料費 > ５０円
②しおり作り １３日・１４日 ≪きらっと≫13：00～ 15：00
③国際理解講座 13 日 ≪公民館第 2学習室≫10：30～ 12：30 
「変わりゆく世界の流れを検証する」
<講師 > 大内 俊（慶応義塾大学大学院非常勤研究員・経済学）

≪公民館視聴覚室≫
13日 12：45～ 14：20
・西東京けやきの会（民踊）
・たまごの会（演劇）
・吟鈴会（詩吟）
・ウクレレ　フェロー　バンド

≪きらっと≫
13日 14：30～ 16：30
・田無混声合唱団
・フラダンス　ラーウル
・田無高校コーラス部
・田無高校ダンス部
・SUPER ☆ トゥインクル

≪公民館視聴覚室≫
14日 12：20～ 16：00
・琴礼会　ガンバルンバ（大正琴）
・ことりの会（朗読劇）
・コーロ　パパゲーナ（女声コーラス）
・中国二胡縁楽団
・ＭＯＫＩＨＡＮＡ（フラダンス）
・民謡愛好会
・西東京マジッククラブ
・たんぽぽ（演劇）
・あめんぼ青年教室

≪きらっと≫
13日
◆エコ紙トンボ工作【Newカレッジ広場】10：30～ 11：30
エコ紙トンボ飛行体験 11：30～ 12：30
13 日・14日
◆ワークショップ【かたばみ】
「母の日の贈り物工作」 10：30～ 12：00
①10：30～ ②11：00～ ③11：30～
※各回定員１０人、当日 10：25～整理券配布
14日
◆牛乳パック工作
【武蔵野大学 むさっこ☆シアター】10：30～ 13：00
◆かみしばい
【中央図書館 みみぃちゃんの紙芝居】14：30～ 15：30

≪公民館集会室≫
14日
◆人形劇【くまねずら】
①11：00～ ②13：00～
◆ワークショップ【くまねずら】
「作って演じてみよう」 13：40～
※定員１5人、当日 12：30～整理券配布

≪公民館実習室≫
13日 18：30～19：30
◆和太鼓体験【田無卑弥鼓】
※中学生以上対象

≪きらっと≫
13日 10：00～ 17：00  14 日 10：00～ 16：00
・田無公民館利用者連絡会　・西東京わいわいネット
・リボンネットワーク　　　・東京雑学大学
・あめんぼ青年教室　　　・田無公民館　　　　

≪公民館ロビー・地下実習室≫
13日・14日 10：30～ 16：00
◆コーヒー・ジュース等【田無公民館まつり実行委員会】
◆シンガポールの軽食【西東京市国際交流協会】
◆中国の家庭おやつ【西東京市帰国者之会】

13日 ≪公民館ロビー≫
　9：30～和太鼓演奏
　　　　【田無卑弥鼓】

　4日 ≪公民館ロビー≫
　9：30～ 親子和太鼓演奏
　　　　　【柳沢おや クラブ】
10：00～ マーチングバンド
　　　　　【多摩六都マーチングバンド】

14日 ≪公民館視聴覚室≫
16：10～ 交流演奏・歌声コーナー
　　　　【田無公民館まつり実行委員会】

【主催】 田無公民館まつり実行委員会、田無公民館
【協力】 西東京市中央図書館
　　　 スポーツ・文化交流センター（ きらっと）
　　　 武蔵野大学学生ボランティア、田無第四中学校

※ 詳しくは公民館で配布しているリーフレットをご覧ください。

いつも公民館を利用している人も、そうではない人も、誰もが笑顔になれるのが、公民館まつりです。昨年11月からの実行委員会で話し合いを
重ねて、みんなで作り上げてきました。さあ、どんな出会いがあるでしょうか。お楽しみに。

実行委員会の催し

発 表

子ども向けプログラム

13日

13日

13日

14日

14日

13日
13日

14日

13日

13日

14日

13日 14日 14日

13日

13日

13日

14日

14日14日

14日

体験コーナー

展 示

いこいのコーナー

オープニングセレモニー オープニングアクト フィナーレ

9:30～17:00
9:30～16:30

5月13日（土）

※13日の体験コーナーは19：30まで

14日（日）

２

平成29年度 田無公民館まつり実行委員長 古賀節子

ことあや

モ　　　キ　　　ハ　　　ナ



　　　
中
国
水
墨
画　

龍
の
会

水
墨
画
に
色
彩
を
加
え
た
、
四
千
年

の
歴
史
あ
る
中
国
水
墨
画
で
す
。

月
４
回
水
曜
日
／
13
時
半
〜
17
時
半

／
谷
戸
公
民
館
／
月
額
３
千
円

保
谷
混
声
合
唱
団

音
楽
好
き
な
ら
合
唱
が
初
め
て
で
も

親
切
な
指
導
で
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

毎
週
金
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／
柳
沢

公
民
館
ほ
か
／
月
額
４
千
円
（
学
生

２
千
円
）

陶
美
会

あ
な
た
だ
け
の
ア
ー
ト
作
品
で
生
活

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
・
３
水
曜
日
／
13
時
〜
17
時
／

芝
久
保
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月

額
２
千
500
円

保
谷
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

朗
読
を
通
し
て
、地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

第
１
・
３
火
曜
日
／
10
時
〜
15
時
／

ひ
ば
り
が
丘
図
書
館
講
座
室
ほ
か
／

年
額
４
千
円
・
勉
強
会
１
回
千
円

す
み
れ

一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
を
習
い
ま
せ
ん
か
。

特
に
男
性
歓
迎
で
す
。

月
３
〜
４
回
日
曜
日
／
13
時
半
〜
16

時
／
田
無
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・

月
額
２
千
円

幹
茂
会

美
文
字
を
め
ざ
し
（
毛
筆
、
ペ
ン
字
）

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

第
２
・
４
木
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／

保
谷
駅
前
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・

月
額
２
千
円

木
ぼ
と
け
の
会

仏
像
彫
刻
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
歩
か
ら
学
べ
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
／
18
時
〜
21
時
／
田
無

公
民
館
／
月
額
３
千
円

太
極
拳
同
好
会

楽
し
い
会
話
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
る

体
力
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

毎
週
火
曜
日
／
10
時
半
〜
12
時
半
／

谷
戸
公
民
館
／
１
回
300
円

柳
沢
修
声
会

観
世
流
小
早
川
修
先
生
に
謡
曲
・
仕

舞
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
４
回
月
曜
日
／
13
時
〜
18
時
／
柳

沢
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月
額

４
千
円

コ
ー
ル
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー

素
晴
ら
し
い
先
生
方
と
と
も
に
楽
し

く
仲
間
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

月
３
回
水
曜
日
／
9
時
半
〜
11
時
半

／
保
谷
駅
前
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金

500
円
・
月
額
３
千
円

田
無
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
コ
ー
ラ
ス

年
１
回
浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
で
歌
っ

て
い
ま
す
。
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

毎
週
土
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
田
無

公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・
月
額

５
千
円

芝
久
保
気
功
の
会

あ
し
た
天
気
に
な
〜
れ
！　
気
功
で

心
と
体
の
疲
れ
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

毎
週
水
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／
芝
久

保
公
民
館
／
月
額
２
千
600
円

大
正
琴
ク
ロ
ー
バ
ー

お
琴
（
琴
伝
流
）
で
、
合
奏
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
大
歓
迎
。

月
２
回
月
曜
日
／
９
時
半
〜
13
時
／

保
谷
駅
前
公
民
館
／
月
額
３
千
円

ナ
マ
ス
テ
会

美
と
健
康
に
よ
い
ヨ
ー
ガ
で
一
緒
に

若
返
り
ま
し
ょ
う
。
見
学
も
ど
う
ぞ
。

月
４
回
金
曜
日
／
10
時
半
〜
12
時
／

柳
沢
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・

月
額
千
750
円

グ
ル
ー
プ
群
彩
（
水
彩
画
）

静
物
、
風
景
、
人
物
画
を
楽
し
く
描

き
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

月
４
回
月
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
柳

沢
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・
月

額
千
625
円

さ
く
ら
の
会

み
な
さ
ま
で
一
緒
に
楽
し
く
家
庭
料

理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

第
１
月
曜
日
／
９
時
半
〜
12
時
半
／

田
無
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額

千
円
〜
千
500
円

ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

名
刺
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
毎
回
教
材
を

変
え
て
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

第
１
・
３
木
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
月
額
２
千
円

向
台
ト
リ
ム

健
康
と
体
力
作
り
で
楽
し
い
汗
を
か

き
ま
せ
ん
か
。

月
４
回
火
曜
日
／
10
時
〜
11
時
45
分

／
向
台
地
区
会
館
／
入
会
金
千
円
・

月
額
千
300
円

21
世
紀
の
生
き
方
を
源
氏
物
語
に
学

ぶ
会

助
川
幸
逸
郎
先
生
が
鋭
い
切
り
口
で

現
代
社
会
と
源
氏
物
語
を
シ
ン
ク
ロ
。

第
１
金
曜
日
／
14
時
半
〜
16
時
／
谷

戸
公
民
館
／
月
額
千
500
円

Ｊ
Ｏ
Ｙ
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

気
功
と
太
極
拳
両
方
を
、
指
導
者
の

も
と
で
ゆ
る
や
か
に
や
っ
て
い
ま
す
。

月
４
回
火
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
谷

戸
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・
月

額
３
千
500
円

ハ
ー
モ
ニ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
（
英
語
の

女
性
コ
ー
ラ
ス
）

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
ら
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ま

で
英
語
で
楽
し
く
ハ
モ
り
ま
し
ょ
う
。

月
３
〜
４
回
火
曜
日
／
10
時
〜
12
時

（
延
長
あ
り
）／
田
無
公
民
館
ほ
か
／

入
会
金
500
円
・
月
額
３
千
円

雅
会
（
茶
道
）

初
心
者
大
歓
迎
。
和
や
か
に
楽
し
く

皆
で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
ま
す
。

月
４
回
木
曜
日
／
９
時
〜
12
時
／
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
月
額
２
千
円

つ
ぼ
み
の
会

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
生
花
で
作
品

作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

第
１
火
曜
日
／
13
時
半
〜
15
時
半
／

富
士
町
福
祉
会
館
／
月
額
千
500
円
／

60
歳
以
上
対
象

フ
レ
ン
ド
英
会
話

中
高
年
大
歓
迎
。
会
話
中
心
。
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
の
先
生
で
す
。
体
験
可
能
。

毎
週
金
曜
日
／
19
時
15
分
〜
21
時
半

／
柳
沢
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・

月
額
４
千
円

住
吉
英
会
話
サ
ー
ク
ル

イ
ギ
リ
ス
人
講
師
を
囲
ん
で
の
英
会

話
で
す（
初
級
）。
見
学
可
。

月
４
回
水
曜
日
／
15
時
〜
16
時
／
住

吉
会
館
（
ル
ピ
ナ
ス
）
／
入
会
金
３

千
円
・
月
額
３
千
円

西
東
京
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

同
好
会

新
し
く
で
き
た
同
好
会
。
ご
興
味
の

あ
る
方
、見
学
お
問
い
合
わ
せ
歓
迎
。

第
１
・
３
日
曜
日
／
15
時
〜
18
時
／

谷
戸
公
民
館
／
月
額
千
円

た
け
の
子
会
（
子
ど
も
バ
レ
エ
）

初
心
者
歓
迎
。
子
ど
も
の
モ
ダ
ン
バ

レ
エ
。

月
４
回
水
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
／
16

時
50
分
〜
18
時
／
西
東
京
市
武
道
場

／
入
会
金
500
円
・
月
額
４
千
500
円

き
ん
で
ん

す
け
が
わ
こ
う
い
ち
ろ
う

女
性
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　

時
代
変
化
へ
の
適
応

公
運
審
委
員　
真
鍋　
五
十
鈴

平
成
29
年
度
公
民
館
事
業
計
画
を
配

付
し
て
い
ま
す

　
今
年
度
の
西
東
京
市
公
民
館
の
事

業
方
針
と
各
館
の
学
級
・
講
座
の
予

定
を
記
載
し
た
事
業
計
画
を
全
館
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
サ
ー
ク
ル
か
ら
」に
掲
載
す
る
に
は

　
「
催
し
物
案
内
」「
会
員
募
集
」そ
れ

ぞ
れ
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成

30
年
３
月
ま
で
の
間
に
１
サ
ー
ク

ル
、２
回
ま
で
掲
載
で
き
ま
す
。

●「
会
員
募
集
」は
２
号
続
け
て
の

　
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
１
日
発
行
の
市
報
と
の
同
時
掲

　
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
紙
面
の
都
合
等
に
よ
り
、ご
希

望
の
号
に
掲
載
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

5
月
25
日

5
24

18

　
先
日
、
公
民
館
が
で
き
た
こ
ろ
か

ら
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
き
た
先
輩

の
女
性
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
昔
は
、女
性
に
学
問
は
必
要
が
な

い
と
さ
れ
、
花
嫁
修
業
を
し
て
早
く

嫁
に
行
く
こ
と
が
社
会
常
識
だ
っ
た
。

結
婚
し
て
も
親
と
同
居
が
当
た
り
前
、

嫁
が
新
聞
を
読
ん
で
い
て
も
変
だ
と

思
わ
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
」
と
の

こ
と
。

　
家
か
ら
離
れ
て
学
ぶ
と
こ
ろ
は
公

民
館
し
か
な
く
、
自
分
の
歴
史
の
中

に
公
民
館
で
の
活
動
が
あ
る
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
時
代
も
変
わ
り
、
街
に
は
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
あ
り
、
女
性
が
自
由

に
学
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女

性
が
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
も
当
た

り
前
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
働
く
女
性
の
増
加
や
核

家
族
化
は
、地
域
の
人
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
子
ど
も
の
保
育
問
題
な
ど

新
た
な
問
題
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
、
環
境

の
変
化
に
公
民
館
の
役
割
・
機
能
も

適
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
公
民
館
の
役
割
で
あ
る
生
涯
学
習

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

は
な
く
、
世
代
を
超
え
た
地
域
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
「
結
ぶ
」
働
き

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５月９日　アイスクリームの日

2017.５.１

8
2
1
1

042
464

今
月
の
お
題
「
足
」

7
月
号
の
お
題
「
髪
」
で
す

（木）

7
月
1
日
号
の
原
稿
締
め
切
り

日
は
、
5
月
19
日　

で
す
。

（金）

　1869（明治２）年のこの日に、
町田房蔵が日本で初めてアイスク
リーム（氷菓）を横浜で販売したこ
とにちなんで、日本アイスクリーム
協会が1965年に制定しました。
販売当時は、「アイスクリン」と呼ば
れていました。

作画：靑山早岐（富士町在住）
さ  きか

ん
も

　
祝
柳
沢
公
民
館
開
館
30
周
年
。

施
設
の
隅
々
に「
市
民
の
声
」を
反

映
さ
せ
る
た
め
、「
市
民
の
声
」を

ま
と
め
た「
市
民
の
力
」に
感
嘆
す

る
と
共
に
、
真
摯
に
対
応
し
た
行

政
に
感
動
し
て
い
る
。　
　
（
Ｙ
）

・
足
踏
み
が
続
く
豊
洲
に
百
合
子
節       

　
有
賀
泰
造

・
千
鳥
足
距
離
を
稼
い
だ
万
歩
計
　
　
　
　
　
　
啓
恭

・
足
蹴
に
し
猫
と
居
場
所
を
奪
い
合
う
　

桑
原
ミ
ヱ
子

ひ
ろ

や
す

し
ん
し


	公民館だより-1面-web
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